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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一面に発光素子が実装された基板と、前記発光素子を覆うように配置されて前記発光素
子から放射される光の配光を制御する光学部材と、前記基板及び前記光学部材が取り付け
られる取付部材とを備え、
　前記取付部材は、前記基板が取り付けられる板状のベース部と、前記ベース部の厚み方
向に突出し且つ前記光学部材を前記取付部材に取り付けた状態で前記光学部材が接触する
リブと、前記ベース部の厚み方向において前記リブとの間で前記光学部材を挟み込むこと
で前記光学部材を前記取付部材に固定する固定部とを有し、
　前記固定部は、前記ベース部の外縁から前記ベース部の表面に沿って外向きに突出する
第１部位と、前記第１部位の先端から前記ベース部の前記厚み方向に突出する第２部位と
でＬ字状に形成されていることを特徴とする光源ユニット。
【請求項２】
　前記取付部材は、前記光学部材を前記取付部材に取り付ける際に前記光学部材をガイド
するガイド部を有していることを特徴とする請求項１記載の光源ユニット。
【請求項３】
　前記取付部材は、前記ベース部の厚み方向で且つ前記リブの突出方向と反対方向に突出
し、前記基板と前記基板に電源を供給する電源装置との間を接続する接続部を有している
ことを特徴とする請求項１又は２記載の光源ユニット。
【請求項４】
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　請求項１～３の何れか１項に記載の光源ユニットと、前記光源ユニットを保持する保持
部と、前記光源ユニットに電源を供給する電源装置とを備えていることを特徴とする照明
器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に光源ユニット及びそれを用いた照明器具に関し、より詳細には発光素
子を光源とする光源ユニット及びそれを用いた照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、天井に埋め込まれる天井埋込型の照明器具が提供されている（例えば特許文献１
参照）。特許文献１に記載された照明器具は、天井に埋め込まれる器具本体と、器具本体
に対して着脱自在に取り付けられるランプ装置と、器具本体に取り付けられる非常用光源
と、非常時に非常用光源を点灯させる非常用ユニットとを備える。
【０００３】
　また、ランプ装置は、ＬＥＤ素子からなる主光源と、主光源を点灯させる主点灯回路と
、主光源及び主点灯回路を収納する筐体とを有しており、筐体の下部には透光カバーが取
り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２０４２０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の特許文献１に示した照明器具では、主光源から放射される光の配光を変更する場
合、ランプ装置全体を交換しなければならず、コストアップになっていた。
【０００６】
　本発明は上記問題点に鑑みて為されており、発光素子から放射される光の配光を変更す
る際に掛かるコストを低減可能な光源ユニット及びそれを用いた照明器具を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の光源ユニットは、一面に発光素子が実装された基板と、前記発光素子を覆うよ
うに配置されて前記発光素子から放射される光の配光を制御する光学部材と、前記基板及
び前記光学部材が取り付けられる取付部材とを備え、
　前記取付部材は、前記基板が取り付けられる板状のベース部と、前記ベース部の厚み方
向に突出し且つ前記光学部材を前記取付部材に取り付けた状態で前記光学部材が接触する
リブと、前記ベース部の厚み方向において前記リブとの間で前記光学部材を挟み込むこと
で前記光学部材を前記取付部材に固定する固定部とを有し、
　前記固定部は、前記ベース部の外周縁から前記ベース部の表面に沿って外向きに突出す
る第１部位と、前記第１部位の先端から前記ベース部の前記厚み方向に突出する第２部位
とでＬ字状に形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の照明器具は、上記の光源ユニットと、前記光源ユニットを保持する保持部と、
前記光源ユニットに電源を供給する電源装置とを備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の構成によれば、発光素子から放射される光の配光を変更する際に掛かるコスト
を低減可能な光源ユニット及びそれを用いた照明器具を提供することができるという効果
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がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る光源ユニットの分解斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係る照明器具の分解斜視図である。
【図３】本発明の実施形態に係る照明器具からカバーを取り外した状態の斜視図である。
【図４】図４Ａは本発明の実施形態に係る光源ユニットに用いられる取付部材の正面図、
図４Ｂは背面図、図４Ｃ及び図４Ｄは側面図である。
【図５】本発明の実施形態に係る別の照明器具の分解斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係るさらに別の照明器具の分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の実施形態に係る光源ユニット２及び照明器具１０について、図面を参照しなが
ら具体的に説明する。但し、以下に説明する構成は、本発明の一例に過ぎず、本発明は下
記の実施形態に限定されることなく、この実施形態以外であっても、本発明に係る技術的
思想を逸脱しない範囲であれば、設計等に応じて種々の変更が可能である。
【００１２】
　また、以下の説明では特に断りがない限り、器具本体１の軸方向を上下方向（開口部１
１１側が下側）と規定し、さらに光源ユニット２の放熱部材２４の長手方向を前後方向、
放熱部材２４の幅方向（短手方向）を左右方向と規定して説明を行う。但し、上記の各方
向は、照明器具１０の取付方向を規定するものではない。
【００１３】
　本実施形態の照明器具１０は、例えば天井に埋め込まれる天井埋込型の非常灯であって
、商用電源（図示せず）が停電になると光源ユニット２を点灯させる。この照明器具１０
は、図２に示すように、器具本体１と、光源ユニット２と、電源装置３と、非常用電源４
と、カバー５とを備える。
【００１４】
　器具本体１は、例えば鋼板などの不燃材料からなり、上下方向を軸方向とする円筒状に
形成された本体部１１を有する。この本体部１１の下部には、本体部１１の下面を開放す
ることで形成された円形の開口部１１１が設けられており、開口部１１１の開口端縁には
、外向きに突出する鍔部１２が全周に亘って設けられている。
【００１５】
　また、本体部１１の側壁には、上下方向に沿ってＴ字状に開口する一対の切欠部１１２
，１１２が、本体部１１の中心軸に対して対称な位置にそれぞれ設けられている。これら
の切欠部１１２，１１２には、取付金具６，６が上下方向に移動自在に配置されており、
これらの取付金具６，６と鍔部１２との間で天井板を挟み込むことで、器具本体１が天井
に取り付けられる。
【００１６】
　さらに、本体部１１の側壁には、カバー５に取り付けられた一対の取付ばね７，７がそ
れぞれ引っ掛けられる２個１組のばね受け部１１３，１１３が、本体部１１の一部を切り
起こすことで形成されている。また、各組のばね受け部１１３，１１３は、本体部１１の
中心軸に対して対称な位置に設けられている。
【００１７】
　電源装置３は、図２に示すように、合成樹脂製のケース３１を有する。ケース３１の左
側面（非常用電源４との対向面）における上端寄りの位置には、外部からの電源線（図示
せず）が接続される端子台３２が取り付けられている。なお、端子台３２は、図示しない
接続構造により電源装置３に機械的且つ電気的に接続されており、電源線を介して入力さ
れる商用電源を電源装置３に出力する。
【００１８】
　また、ケース３１の下面には、下向きに突出し且つ先端に引掛爪（図示せず）を有する
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矩形板状の引掛部３１１が設けられている。さらに、ケース３１の下面には、非常用電源
４の充電状態を点検するための点検スイッチ３３が設けられている。また、ケース３１の
下面において点検スイッチ３３の近傍には、上下方向に長い筒体３４が設けられており、
この筒体３４の内部には、非常用電源４の充電状態を表示するモニタランプ（図示せず）
が配置されている。
【００１９】
　ここに、ケース３１の内部には、商用電源の正常時に非常用電源４を充電する充電回路
（図示せず）と、商用電源が停電になると非常用電源４により光源ユニット２を点灯させ
る給電回路（図示せず）とが実装された基板（図示せず）が収納されている。また、この
基板には、光源ユニット２のコネクタ部２３２内に収納された第１接続端子２６（図１参
照）に接続される第２接続端子（図示せず）と、上記モニタランプとが実装されている。
【００２０】
　非常用電源４は、図２に示すように、合成樹脂製のケース４１を有し、ケース４１の内
部には複数の蓄電池（図示せず）が収納されている。このケース４１の下面には、下向き
に突出し且つ先端に引掛爪４１１１を有する矩形板状の引掛部４１１が設けられている。
【００２１】
　ここで、電源装置３と非常用電源４とを組み付けた状態では、図３に示すように、光源
ユニット２を収納するための収納部１００が下面中央に形成される。また、収納部１００
の開口端縁には、電源装置３のケース３１から後方（収納部１００側）に突出する矩形の
リブ３１２と、非常用電源４のケース４１から前方（収納部１００側）に突出する矩形の
リブ４１２とが設けられている。これらのリブ３１２，４１２は、左右方向における間隔
が放熱部材２４の幅寸法と略同じ寸法に設定されている。
【００２２】
　したがって、光源ユニット２を収納部１００に収納する際には、光源ユニット２の放熱
部材２４がリブ３１２，４１２によって左右方向に位置決めされる。このように、光源ユ
ニット２を位置決めした状態で収納部１００に収納することで、電源装置３のケース３１
内に配置された上述の第２接続端子と、光源ユニット２のコネクタ部２３２の第１接続端
子２６との位置ずれが起こりにくくなる。その結果、光源ユニット２を収納部１００に収
納するだけで、第１接続端子２６と第２接続端子とを確実に接続することができる。
【００２３】
　カバー５は、例えば鋼板などの不燃材料からなり、円板状に形成された本体部５１を有
し、本体部５１の中央には円形の開口部５１１が設けられている。照明器具１０を組み立
てた状態では、光源ユニット２のレンズ２２が開口部５１１を臨むように配置され、光源
ユニット２からの光が開口部５１１を通して外部に照射される。
【００２４】
　また、本体部５１において開口部５１１の近傍には、楕円形状の開口部５１２が設けら
れている。照明器具１０を組み立てた状態では、光源ユニット２の点検スイッチ３３及び
筒体３４が開口部５１２を臨むように配置され、作業者は、開口部５１２を通して点検ス
イッチ３３を操作し、モニタランプを確認する。
【００２５】
　光源ユニット２は、図１に示すように、基板２１と、レンズ２２（光学部材）と、取付
部材２３と、放熱部材２４と、放熱シート２５とを備える。
【００２６】
　基板２１は矩形板状に形成され、基板２１の下面には円形のＬＥＤチップ２１０（発光
素子）が実装されている。この基板２１は、取付部材２３のベース部２３１の中央に設け
られた開口部２３１１を通してＬＥＤチップ２１０を下側に露出させた状態で、ベース部
２３１の上面に載せられる。
【００２７】
　レンズ２２は、例えば透明なガラスからなり、上下方向を軸方向とする円柱状に形成さ
れた本体部２２１を有する。本体部２２１の上端縁には、外向きに突出する鍔部２２２が
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全周に亘って設けられている。また、本体部２２１の下面（出射面）は、外縁部から中心
部に近づくほど上向きに凹むようなすり鉢状に形成されている。このレンズ２２は、基板
２１のＬＥＤチップ２１０を覆うようにして基板２１の下側に配置され、ＬＥＤチップ２
１０から放射される光の配光を制御する。
【００２８】
　取付部材２３は、例えば合成樹脂成型品であって、図４Ａ～図４Ｄに示すように、上下
方向（図４Ａ中の紙面に垂直な方向）を厚み方向とする板状に形成されたベース部２３１
を有する。ベース部２３１の右端縁には、上向きに突出する角筒状のコネクタ部２３２が
一体に設けられている。このコネクタ部２３２は、第１接続端子２６，２６がそれぞれ収
納される２つの収納部２３２２，２３２２を有している。ここに、本実施形態では、コネ
クタ部２３２により接続部が構成されている。
【００２９】
　また、ベース部２３１の中央には、上下方向（ベース部２３１の厚み方向）に貫通する
矩形の開口部２３１１が設けられている。さらに、ベース部２３１の下面には、Ｕ字状に
形成された一対の溝２３１２，２３１３が、開口部２３１１とコネクタ部２３２の各収納
部２３２２との間を繋ぐように設けられている。
【００３０】
　また、ベース部２３１の前後方向（図４Ａ中の左右方向）における両端縁には、側方に
突出し且つ先端が下向きに突出するＬ字状の固定部２３１５，２３１７がそれぞれ設けら
れている。固定部２３１５の先端には、内向き（開口部２３１１側）に突出する三角形状
の固定爪２３１５ａが設けられ、固定部２３１７の先端には、内向き（開口部２３１１側
）に突出する三角形状の固定爪２３１７ａが設けられている。
【００３１】
　さらに、ベース部２３１の左右方向（図４Ａ中の上下方向）における両端縁には、側方
に突出し且つ先端が下向きに突出するＬ字状の固定部２３１４，２３１６がそれぞれ設け
られている。固定部２３１４の先端には、内向き（開口部２３１１側）に突出する三角形
状の固定爪２３１４ａが設けられ、固定部２３１６の先端には、内向き（開口部２３１１
側）に突出する三角形状の固定爪２３１６ａが設けられている。
【００３２】
　ここで、固定部２３１４～２３１７をベース部２３１の下面から直接立ち上げるのでは
なく、本実施形態のようにＬ字状に湾曲させることで、固定部２３１４～２３１７を撓み
やすくすることができる。
【００３３】
　また、ベース部２３１の前後方向における開口部２３１１と固定部２３１５との間には
、ベース部２３１の下面から下向きに突出するリブ２３２４が設けられている。さらに、
ベース部２３１の前後方向における開口部２３１１と固定部２３１７との間には、ベース
部２３１の下面から下向きに突出するリブ２３２６が設けられている。
【００３４】
　また、ベース部２３１の左右方向における開口部２３１１と固定部２３１４との間には
、ベース部２３１の下面から下向きに突出するリブ２３２３が設けられている。さらに、
ベース部２３１の左右方向における開口部２３１１と固定部２３１６との間には、ベース
部２３１の下面から下向きに突出するリブ２３２５が設けられている。
【００３５】
　また、ベース部２３１の周方向における固定部２３１４と固定部２３１５との間には、
ベース部２３１の下面から下向きに突出し且つ弧状に湾曲するガイド部２３１９が設けら
れている。さらに、ベース部２３１の周方向における固定部２３１５と固定部２３１６と
の間には、ベース部２３１の下面から下向きに突出し且つ弧状に湾曲するガイド部２３２
０が設けられている。
【００３６】
　また、ベース部２３１の周方向における固定部２３１６と固定部２３１７との間には、
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ベース部２３１の下面から下向きに突出し且つ弧状に湾曲するガイド部２３２１が設けら
れている。さらに、ベース部２３１の周方向における固定部２３１７と固定部２３１４と
の間には、ベース部２３１の下面から下向きに突出し且つ弧状に湾曲するガイド部２３１
８が設けられている。
【００３７】
　これらのガイド部２３１８～２３２１は、取付部材２３のベース部２３１にレンズ２２
を取り付ける際のガイドとして機能する。また、各ガイド部２３１８～２３２１の先端に
は、先端に近づくほど厚みが薄くなるように傾斜するテーパがつけられており、このテー
パによってレンズ２２をガイド部２３１８～２３２１に誘いやすくなっている。
【００３８】
　また、ベース部２３１の上面には、図４Ｂに示すように、開口部２３１１の周りを取り
囲むように溝２３２８が形成されており、光源ユニット２を組み立てた状態では、基板２
１の上面に密着した状態で放熱シート２５が溝２３２８内に収納される。
【００３９】
　放熱部材２４は、例えば放熱性の高いアルミニウムからなり、前後方向に長い矩形板状
に形成された底壁部２４１と、底壁部２４１の前後方向における両端から下向きに突出す
る一対の側壁部２４２，２４４とを有する。一方の側壁部２４２には、非常用電源４のケ
ース４１に設けられた引掛部４１１の引掛爪４１１１が引っ掛けられる矩形の引掛孔２４
２１が設けられている。また、他方の側壁部２４４には、電源装置３のケース３１に設け
られた引掛部３１１の引掛爪（図示せず）が引っ掛けられる矩形の引掛孔（図示せず）が
設けられている。
【００４０】
　さらに、一方の側壁部２４２の下端には、外向き且つ底壁部２４１と平行に延出する延
出部２４３が一体に設けられ、他方の側壁部２４４の下端には、外向き且つ底壁部２４１
と平行に延出する延出部２４５が一体に設けられている。
【００４１】
　次に、光源ユニット２の組立手順について説明する。
【００４２】
　まず最初に、作業者は、基板２１の下面に実装されたＬＥＤチップ２１０を取付部材２
３のベース部２３１の開口部２３１１を通して下側に露出させた状態で、基板２１をベー
ス部２３１の上面に載せる。さらに、作業者は、導体２７，２７の一端に接続された第１
接続端子２６，２６をそれぞれコネクタ部２３２の収納部２３２２，２３２２に収納した
後、導体２７，２７の他端をそれぞれ基板２１の電極２１１，２１１に半田接続する。こ
のとき、導体２７，２７は、ベース部２３１に形成された溝２３１２，２３１３にそれぞ
れ配置される。
【００４３】
　続けて、作業者は、ベース部２３１に載せた基板２１の上面に放熱シート２５を載せた
後、ベース部２３１の上面と放熱部材２４の底壁部２４１の下面とが密着するようにして
取付部材２３を放熱部材２４に取り付ける。
【００４４】
　このとき、取付部材２３のベース部２３１に設けた貫通孔２３２７，２３２７にそれぞ
れ通した取付ねじ（図示せず）を、放熱部材２４の底壁部２４１に設けたねじ孔２４１１
，２４１１にそれぞれねじ込むことで、取付部材２３が放熱部材２４に取り付けられる。
またこのとき、コネクタ部２３２は、底壁部２４１に設けられた切欠部２４１２を通して
上側に突出する。さらにこのとき、放熱シート２５は、放熱部材２４の底壁部２４１に密
着しており、基板２１のＬＥＤチップ２１０で発生した熱が放熱シート２５を介して放熱
部材２４に伝えられる。
【００４５】
　そして最後に、作業者は、レンズ２２の軸方向が上下方向となり且つ鍔部２２２側が上
側となるように向きを調整した状態でレンズ２２を取付部材２３に押し付け、レンズ２２
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を取付部材２３に取り付ける。これにより、光源ユニット２の組み立てが完了する。
【００４６】
　このとき、レンズ２２を取付部材２３に押し付けることで、レンズ２２の鍔部２２２に
より固定部２３１４～２３１７の固定爪２３１４ａ～２３１７ａが外向きに押され、固定
部２３１４～２３１７が外向きに撓められる。そして、レンズ２２を取付部材２３にさら
に押し付けることで、レンズ２２の鍔部２２２が固定爪２３１４ａ～２３１７ａを乗り越
え、レンズ２２の上面（入射面）がリブ２３２３～２３２６に接触する。
【００４７】
　そして、固定部２３１４～２３１７が弾性力によって元の位置に復帰することで、固定
部２３１４～２３１７の固定爪２３１４ａ～２３１７ａとリブ２３２３～２３２６との間
に鍔部２２２が挟まれて、レンズ２２が取付部材２３に取り付けられる。
【００４８】
　レンズ２２が取付部材２３に取り付けられた状態では、レンズ２２の上面がリブ２３２
３～２３２６の下面に接触している。また、ベース部２３１の周方向においてリブ２３２
３～２３２６がない部分では、レンズ２２の鍔部２２２がガイド部２３１８～２３２１に
接触している。その結果、レンズ２２の上面とベース部２３１の下面との間の隙間に塵埃
が進入するのを抑えることができる。
【００４９】
　次に、照明器具１０の施工手順について説明する。
【００５０】
　まず最初に、作業者は、電源装置３が右側、非常用電源４が左側となるように配置した
後、図示しない接続構造により電源装置３と非常用電源４とを機械的且つ電気的に接続す
る。そして、作業者は、機械的且つ電気的に接続された電源装置３及び非常用電源４を器
具本体１の内部に収納する。
【００５１】
　電源装置３と非常用電源４とを組み付けた状態では、下面中央に収納部１００が形成さ
れ、作業者は、レンズ２２が下側となる向きで光源ユニット２を収納部１００に収納する
。このとき、光源ユニット２は、リブ３１２，４１２によって左右方向に位置決めされた
状態で収納部１００に収納される。
【００５２】
　そして、作業者が光源ユニット２を収納部１００の所定位置まで押し込むと、光源ユニ
ット２が電源装置３及び非常用電源４に保持される。このとき、放熱部材２４の側壁部２
４２の引掛孔２４２１にケース４１の引掛部４１１の引掛爪４１１１が引っ掛けられ、且
つ、側壁部２４４の引掛孔（図示せず）にケース３１の引掛部３１１の引掛爪（図示せず
）が引っ掛けられる。ここに、本実施形態では、ケース３１に設けた引掛部３１１とケー
ス４１に設けた引掛部４１１とで保持部が構成されている。
【００５３】
　そして最後に、作業者は、器具本体１の開口部１１１を塞ぐようにカバー５を器具本体
１に取り付ける。このとき、カバー５に取り付けられた各取付ばね７が、器具本体１の対
応するばね受け部１１３，１１３に引っ掛けられ、カバー５が器具本体１に保持される。
【００５４】
　本実施形態の光源ユニット２によれば、ＬＥＤチップ２１０から放射される光の配光を
変更する際には、レンズ２２を交換するだけでよく、従来例のようにランプ装置全体を交
換しなくてもいいことから、コストアップを抑えることができる。また、本実施形態のよ
うに、ガイド部２３１８～２３２１を取付部材２３に設けることによって、レンズ２２を
取付部材２３に取り付ける際に取り付けやすくなるという利点がある。
【００５５】
　図５は本実施形態の別の照明器具１０の分解斜視図である。この照明器具１０は、器具
本体１と、光源ユニット２と、電源装置３と、非常用電源４と、カバー５とを備える。な
お、器具本体１、電源装置３、非常用電源４及びカバー５については、図２で説明した照
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明器具１０と同様であるから、ここでは説明を省略する。
【００５６】
　光源ユニット２は、基板２１（図１参照）と、レンズ２２と、取付部材２３と、放熱部
材２４と、放熱シート２５（図１参照）とを備える。ここに、本例の光源ユニット２は、
図１で説明した光源ユニット２よりも光出力の大きいＬＥＤチップ２１０（図１参照）を
採用しており、ＬＥＤチップ２１０で発生する熱も大きくなる。従って、本例では、放熱
部材２４による放熱効率を向上させるために、放熱部材２４の表面積を大きくしている。
以下、放熱部材２４について具体的に説明する。
【００５７】
　放熱部材２４は、図５に示すように、矩形板状の底壁部２４１と、底壁部２４１の端部
より底壁部２４１と直交する方向（下向き）に突出する４つの側壁部２４２，２４４，２
４６，２４７とで下面が開口する箱形に形成されている。側壁部２４２の下端には、外向
き且つ底壁部２４１と平行に延出する延出部２４３が一体に設けられ、側壁部２４４の下
端には、外向き且つ底壁部２４１と平行に延出する延出部２４５が一体に設けられている
。
【００５８】
　また、側壁部２４２には、非常用電源４のケース４１に設けられた引掛部４１１の引掛
爪４１１１が引っ掛けられる矩形の引掛孔（図示せず）が設けられている。さらに、側壁
部２４４には、電源装置３のケース３１に設けられた引掛部３１１の引掛爪（図示せず）
に引っ掛けられる矩形の引掛孔２４４１が設けられている。
【００５９】
　本例においても、ＬＥＤチップ２１０から放射される光の配光を変更する際には、レン
ズ２２を交換するだけでよく、従来例のようにランプ装置全体を交換しなくてもいいこと
から、コストアップを抑えることができる。
【００６０】
　図６は本実施形態のさらに別の照明器具１０の分解斜視図である。上述の図２及び図５
で説明した照明器具１０のように天井埋込型の照明器具だけでなく、本例の照明器具１０
のように天井直付け型の照明器具であってもよい。この照明器具１０は、器具本体８と、
光源ユニット２と、電源装置３と、非常用電源４と、カバー９とを備える。なお、光源ユ
ニット２、電源装置３及び非常用電源４については、図２で説明した照明器具１０と同様
であるから、ここでは説明を省略する。
【００６１】
　器具本体８は、例えば鋼板などの不燃材料からなり、上下方向を軸方向とする扁平な円
筒状に形成された本体部８１を有する。本体部８１の底壁部には、矩形の開口部８１１と
、２個１組の貫通孔８１２，８１２と、ダルマ孔８１３とが設けられている。開口部８１
１には、天井裏に先行配線された電源線（図示せず）が通される。また、２個１組の貫通
孔８１２，８１２及びダルマ孔８１３には、天井板から露出する吊ボルト（図示せず）が
それぞれ通され、器具本体８を天井板に固定する。
【００６２】
　カバー９は、上面が開口し且つ上下方向を軸方向とする円筒状に形成された本体部９１
を有し、本体部９１の底壁部には、円形の開口部９１１と楕円形状の開口部９１２とが設
けられている。
【００６３】
　次に、この照明器具１０の施工手順について説明する。
【００６４】
　まず最初に、作業者は、器具本体８の開口部８１１を通して上記電源線を下向きに引き
出した後、天井板から露出する吊ボルトを貫通孔８１２，ダルマ孔８１３に通して器具本
体８を天井板に固定する。続けて、作業者は、電源装置３と非常用電源４とを組み付けた
後、適宜の取付方法により電源装置３及び非常用電源４を器具本体８に取り付ける。
【００６５】
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　さらに、作業者は、電源装置３と非常用電源４とを組み付けることで形成される収納部
１００に光源ユニット２を収納する。このとき、放熱部材２４の側壁部２４４に設けられ
た引掛孔２４４１に電源装置３のケース３１に設けられた引掛部３１１の引掛爪３１１１
が引っ掛けられる。またこのとき、放熱部材２４の側壁部２４２に設けられた引掛孔（図
示せず）に非常用電源４のケース４１に設けられた引掛部４１１の引掛爪４１１１が引っ
掛けられる。その結果、光源ユニット２が電源装置３及び非常用電源４に保持される。
【００６６】
　そして最後に、作業者が、光源ユニット２、電源装置３及び非常用電源４を覆うように
カバー９を器具本体８に取り付けることで、照明器具１０の施工が完了する。
【００６７】
　本例においても、ＬＥＤチップ２１０から放射される光の配光を変更する際には、レン
ズ２２を交換するだけでよく、従来例のようにランプ装置全体を交換しなくてもいいこと
から、コストアップを抑えることができる。
【００６８】
　なお、本実施形態では、発光素子としてＬＥＤチップ２１０を例に説明したが、発光素
子はＬＥＤチップ２１０に限らず、例えば有機ＥＬやレーザ・ダイオードなどであっても
よい。また、接続部についてもコネクタ部２３２に限らず、基板２１と電源装置３との間
を接続できれば他の構成でもよい。
【００６９】
　以上説明したように、本実施形態の光源ユニット２は、基板２１と、レンズ２２（光学
部材）と、取付部材２３とを備える。基板２１の一面にはＬＥＤチップ２１０（発光素子
）が実装される。レンズ２２は、ＬＥＤチップ２１０を覆うように配置されて、ＬＥＤチ
ップ２１０から放射される光の配光を制御する。取付部材２３は、基板２１及びレンズ２
２が取り付けられる。また、取付部材２３は、ベース部２３１と、リブ２３２３～２３２
６と、固定部２３１４～２３１７とを有する。ベース部２３１は、板状であって、基板２
１が取り付けられる。リブ２３２３～２３２６は、ベース部２３１の厚み方向に突出し、
且つレンズ２２を取付部材２３に取り付けた状態でレンズ２２が接触する。固定部２３１
４～２３１７は、ベース部２３１の厚み方向においてリブ２３２３～２３２６との間でレ
ンズ２２を挟み込むことで、レンズ２２を取付部材２３に固定する。
【００７０】
　また、本実施形態の光源ユニット２のように、取付部材２３は、レンズ２２を取付部材
２３に取り付ける際にレンズ２２をガイドするガイド部２３１８～２３２１を有している
のが好ましい。
【００７１】
　また、本実施形態の光源ユニット２のように、取付部材２３は、接続部２３２を有して
いるのが好ましい。この接続部２３２は、ベース部２３１の厚み方向で且つリブ２３２３
～２３２６の突出方向と反対方向に突出し、基板２１と基板２１に電源を供給する電源装
置３との間を接続する。
【００７２】
　本実施形態の照明器具１０は、光源ユニット２と、光源ユニット２を保持する保持部３
１１，４１１と、光源ユニット２に電源を供給する電源装置３とを備えている。
【符号の説明】
【００７３】
２　光源ユニット
２１　基板
２２　レンズ（光学部材）
２３　取付部材
２１０　ＬＥＤチップ（発光素子）
２３１　ベース部
２３１４～２３１７　固定部
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【図５】 【図６】
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